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1994 年京大後期理□5  

)(rS は、長さ1の弧 PQと、弦 PQで囲まれた部分の面積である。 

弧 PQに対応する中心角を、 )20(   とすると 1r  ──① 
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さらに   cossin2)(g とすると 
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)(g  の増減は右の通り。 

2


  のとき極大、 

2

3
 のとき極小。 

 

02)(,0
2









 


gg より、 



2

において、 

0)(  g となる が存在する。 

これを とすると、 )(g の増減は右の通り。 

 2 において )(g は単調減少であり、 0)( g であるから 

 0 のとき 0)( g 、  2 のとき 0)( g  

 

以上により、 )(f の増減は右の通りであり、   のとき極大。 
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)( 2 と r の関数にしてしまうと、処理が困難である。 
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